
藤田医科大学 人を対象とする生命科学・医学系研究の説明文書 
 

「子宮頸癌ワクチン接種率と子宮頸癌検診受検率の関連とその背景に関する検討」 

への協力のお願い 

研究機関 藤田医科大学 

研究責任者 医学部 産婦人科学講座 

 森山 佳則 

第 1 版 2025 年 3 月 5 日作成 

 

1. はじめに 

 これから、藤田医科大学医学部産婦人科学講座において行われている臨床研究について説明

いたします。わからないことがあれば、どんなことでも担当者にお聞き下さい。この説明文書を

お読み頂き、内容を十分理解した上で、今回の研究に参加してもよいと思われた場合には、参加

をお願いします。 

 あなたがこの研究に参加するかどうかは、あなた自身の自由な意思で決めてください。たとえ

研究に参加されなくても、何かの不都合や不利益が生じることはありません。 

 また、この研究ではあなたの個人情報を収集しないため、あなたが研究に参加した後に途中で

参加をやめたいと思った場合でも、やめることができません。 

 

2. 臨床研究について 

 病気の診断やその治療方法は、医師個人の経験則や過去からデータの積み重ねにより評価さ

れ、発展してきました。「臨床研究」とは、患者さんなど多くの方々にご協力いただき、新しい

治療方法の有効性や安全性を科学的に評価していく研究活動です。 

 この臨床試験は、参加された方の安全や人権を守るため、国が定めた指針に従って実施されま

す。この研究を行うにあたり、藤田医科大学医学研究倫理審査委員会にて厳密な審査を行い、藤

田医科大学 学長の許可を得た上で実施しております。 

 

3. 子宮頸癌（子宮けいがん）について 

 子宮頸癌（子宮けいがん）は若年女性にも発症する子宮悪性腫瘍（がん）で、かかるひとの数

は 20～30 代の女性がかかるがんの第１位でとなっています。ヒトパピローマウイルス（HPV）

は子宮けいがん発症の大部分に関与し、性交渉のある女性が一生のうちに感染する可能性は

50％以上とされています。治療法は手術や化学療法（抗がん剤）などがあります。HPVワクチ

ンをうつことで HPV の感染を予防することができます。 

 

4. 研究の目的及びその意義 

 HPVワクチンをうつことで HPV の感染を予防することができますが、日本国内における 20



  

2 
 

代女性の HPVワクチンの接種率は低い状態が続いています。2015 年頃に HPVワクチンに関

連した予防接種ストレス関連反応（副反応）が報道されたことで接種率が一時下がりましたが、

キャッチアップ制度（接種率向上を目指した公費助成制度）が開始したことにより 20 代女性の

HPV ワクチンへの関心は少しずつ高まっていると考えられています。また、子宮頸癌検診は、

早期発見・早期治療につなげることにより予後向上につながることが期待できますが、その受診

率は 2022 年で 43.6%と未だ低い状態です。しかし、その原因については十分に解明されて

おらず、また HPVワクチンのキャッチアップ制度が開始したことに伴って子宮けいがん検診へ

の関心が高まっているかどうかは明らかにされていません。  

そこでこの研究では、若い女性の HPVワクチンおよび子宮けいがん検診に対する意識とそれ

らの関連について明らかにするためのアンケート調査を行います。得られた情報を用いて、キャ

ッチアップ制度開始後の HPV ワクチンと子宮けいがん検診に対する関心の度合いやそれらの

相関関係について分析し、ワクチン接種率と子宮けいがん検診受診率が上昇する方法の構築を

目指します。 

 

5. 研究の方法 

（１）予定される研究期間 

倫理審査委員会承認日から 2027年 3 月までを予定しています。 

 

（２）対象となる患者さん 

藤田医科大学の女子学生、藤田医科大学（藤田医科大学病院を含む）の女性職員、あるいは

本研究を知り得た女性を対象とします。 

 

（３）参加予定者数 

この研究では、500名の参加を予定しております。 

 

（４）この研究で行う治療方法 

この研究はアンケートを用いた観察研究であり、治療などは行いません。 

 

（５）検査及び観察項目 

アンケートに記載した内容に関する情報を取得します。 

 

6. 予測される利益・不利益 

（1）予定される利益 

この研究はアンケートを用いた研究であり、この研究へ参加することによるあなたへの

直接の利益は生じません。しかし、研究成果により将来の医療の進歩に貢献できる可能性

があります。 
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（2）予想される不利益（負担および予測されるリスク） 

この研究はアンケートを用いた研究であり、治療などを伴うことがないため、この研究

へ参加することによるあなたへの直接の不利益は生じません。質問の回答に要する時間

（拘束時間）は約 5 分です。 

 

7. 研究への参加を中止する場合について 

 あなたが研究への参加を辞めたいと申し出た場合には中止します。また、以下に該当する場合

には、参加の途中であっても中止になることがあります。 

・研究への参加基準を満たしていないことが明らかとなった場合 

・この研究全体が中止となった場合 

・その他、担当医師が中止したほうがいいと判断した場合 

 

8. 研究に係る費用の負担等 

 この研究に参加することで、あなたの経済的負担が増えることはありません。また、この研究

に参加されることに対する謝礼はありません。 

 

9. 研究に関する情報公開 

 この研究に関する情報は、藤田医科大学医学部産婦人科学講座のホームページ

（https://obgy.med.fujita-hu.ac.jp/）で公開しております。 

 研究のより詳しい内容をお知りになりたい場合は、他の参加者の方の個人情報保護やこの研

究の独創性確保に支障がない範囲で、資料を閲覧していただくことが可能です。希望される場合

は、事務局にお申し出下さい。  

 また、この研究への参加をやめたいと思われた場合でも、この研究ではあなたの個人情報を収

集しないため、やめることができません。 

 

10. 試料・情報の保管及び破棄について 

情報は無記名アンケート（個人情報に該当しません）の形で収集するため、匿名化は行いま

せん。 

この研究で得られた情報を、将来新たに計画・実施される医学系研究に利用する可能性が

あります。その際は、新たな研究の概要を通知・公開し、オプトアウトによる参加者への適

切な情報使用の拒否の機会を設けた上で、藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で承認さ

れた後に利用します。 

 情報の保管・解析は藤田医科大学医学部産婦人科学講座医局で行われ、医局内の鍵の掛か
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る棚にて保管します。データは、研究の正確性を後に判断する事を可能とするために、可能

な限り長期に保管し（少なくとも研究成果の公表後 10 年）、破棄する際は、藤田医科大学で

決められた手順で行います。 

 

11. この研究で得られた結果の取り扱いについて 

 今回の研究で実施する検査は、まだ研究途上にあり十分にわかっていない段階であるため、

個別に結果をお知らせすることはありません。どうかご了承ください。 

 

12. 特許権等について 

  本研究の結果として特許権などが生じる可能性がありますが、その権利は研究機関及び研究者

に属することになり、あなたには属しません。 

 

13. 研究の資金等と利益相反（企業等との利害関係） 

  使用する研究費は本学内の研究費です。企業等から研究資金や物的・人的な支援を受けませ

ん。研究責任者とそのグループに本研究に係わる企業等との経済的な利害関係はありません。

藤田医科大学利益相反委員会から承認を得るとともに、そのマネジメントを継続的に受けて、

本研究の公正性を保ちます。 

 

14. 研究体制 

【研究代表者】 

  藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 講師  森山 佳則 

【研究分担者】 

藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 教授  西澤 春紀 

藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 助教  三谷 武司 

藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 助教  中島 葉月 

 

15. 相談窓口 

研究機関名： 藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 

研究責任者： 森山 佳則（講師） 

連絡先:  藤田医科大学 医学部 産婦人科学講座 

  〒470-1192 愛知県豊明市沓掛町田楽ヶ窪 1-98 

  Tel: 0562-93-9294（平日 9:00～17:00）、Fax: 0562-95-1821 


